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社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会等の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

社協とは・・・？
社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定
められている「地域福祉の推進を図ることを目的とす
る団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地
域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉推
進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っ
ている非営利の社会福祉法人の民間組織です。
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「社協だより」は『声の広報』『点字広報』も作成しています　郵送をご希望される方は、社協（☎0797－32－7530）へ

ワンコインサロンワンコインサロン

新年あけましておめでとうございます

①縦、横の列すべてに1～9の
数字がひとつずつ入ります。
②太線で囲まれた3×3のブロ
ック(全部で9つ)にも1～9の
数字が1つずつ入ります。

ア＋イは、いくつでしょう？
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①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9　芦屋市社協
「クイズ」係までご応募ください。(2月末日必着)　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください】
前号(10月号)クイズの正解は、【問1】10 (7＋3)
【問2】共同募金　でした。
多数ご応募いただきありがとうございました。
応募いただいた正解者の中から抽選で20名の方
に500円の図書カードをプレゼントいたします。当
選者の発表は、図書カードの発送をもって替えさせ
ていただきます。ご提供いただく個人情報は、プレ
ゼントの送付とそれに係る業務のみに利用します。

はがきに
（ 問1（1）,（2） いずれでもかまいません ）

クイズ回答者紙面感想より
・募金の使い道に関して気にしていませんでしたが
詳しく解って良かったです。募金する理由ができま
した。
・まごのての活動に興味があります。時々、掲示板を
のぞいてみようかと思いました。

問　題

ルール

応募要領

問1 ナンプレ問1 ナンプレ

※1　日程は前月に決まる予定です。詳しくは下記までお問い合わせください。

●対　象：60歳以上
●費　用：内容によっては材料費等実費が必要な場合があります。
●申込み：不要（場所により人数制限があります）
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7530

各地区で自宅において生活する60歳以上の方を対象に、趣味活動、健康づくり、文化
活動を通じて外出する機会を増やすことを目的に実施しています。

精　道

地　区 プログラム 実施日 場　所
カラオケ

体操教室

2月14日（火） 13：30～ 15：30 保健福祉センター 2階　団体会議室2

山　手

朝日ケ丘

歌で楽しむ
1月19日（木）、2月16日（木）、3月16日（木）
 10：00～ 12：00

1月20日（金）、1月27日（金）、2月3日（金）、
2月17日（金）、2月24日（金）、3月3日（金）、
3月17日（金）、3月24日（金）
 14：00～ 15：30

大原集会所1階

茶屋集会所

朝日ケ丘集会所
体操
大人のぬり絵
手芸

三　条 三条集会所
さわやか体操

打出浜

潮　見

三条歌う会エゴラド
1月28日（土）、2月25日（土）、3月25日（土）
 10：00～ 11：30

春日集会所歌おう会

折り紙教室
2月6日（月）、3月6日（月）  
 13：30～

1月27日（金） 10：00～

浜　風

体操 2月21日（火） 13：30～ 15：30 潮見ゆうゆう倶楽部
（潮見小学校2階）

音楽でリラクゼーション 3月　※1
おうす 2月　※1
ゲーム 3月21日（火） 13：30～ 15：30

高浜町第3集会所

陽光町市営集会所

お抹茶とカルタ 1月20日（金） 13：30～
三味線にあわせて歌おう 2月17日（金） 13：30～
音楽療法　歌で元気に！ 3月17日（金） 13：30～

3月2日（木） 13：30～

宮　川
2月2日（木） 13：30～

保健福祉センター 2階　団体会議室22月7日（火） 13：30～

1月23日（月）、1月27日（金）、2月6日（月）、
2月10日（金）、2月20日（月）、2月27日（月）、
3月6日（月）、3月10日（金）、3月13日（月）、
3月27日（月）
 13：30～ 15：00

地区福祉委員会　生きがいデイサービス（1月～3月の予定）地区福祉委員会　生きがいデイサービス（1月～3月の予定）地区福祉委員会　生きがいデイサービス（1月～3月の予定）

実施日 プログラム
川柳を作って笑おう！　入門編22月10日（金）
ナンプレ　上級編2月17日（金）
手作りランタン～シルクメタリックデコレーション～2月24日（金）
川柳を作って笑おう！　入門編33月10日（金）
マクラメ編み～左右編み人形のストラップ～3月17日（金）
布ブローチ3月24日（金）

●対　象：市内在住の60歳以上の方
●定　員：各15名　　●時　間：10：30～
●場　所：保健福祉センター 1階　高齢者交流室　　●費　用：参加費100円＋材料費
●申込み：TEL：0797－32－7525（9：00～ 17：30）
　　　　　もしくは2階ボランティア活動センターにて受付（先着順）

申込み開始

実施日 申込み開始

2月1日（水）

3月1日（水）

2月23日（木）

3月16日（木）

●対　象：市内在住の70歳以上の方
●費　用：500円　　●時　間：12：00～
●定　員：各40名（内　初参加の方5名までを優先受付）
●場　所：保健福祉センター3階　調理室
●キャンセル：開催日の前日からキャンセル料
　　　　　　　（500円）の支払いが発生します。
●申込み：TEL：0797－32－7525（9：00～17：00）
　　　　　もしくは2階ボランティア活動センターにて
　　　　　受付（先着順）
※１月の開催はいたしません。
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2月1日（水）
2月1日（水）
2月1日（水）
3月1日（水）
3月1日（水）
3月1日（水）
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～地域での見まもり、つながり、たすけあい～

　現代社会は、家庭や地域、職場などでのつながりや支え合いが薄れ、
「孤立死」などが問題となり、無縁社会と呼ばれています。
　そのような状況を食い止めるため、兵庫県では、
「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンを展開しています。
“無縁社会”をなくすためには、まず私たち一人一人が地域、
職場などのごく身近なところから、気軽にコミュニケーションを図り、
日々「つながり」を深めることが大切です。
　少し前まで当たり前だった、人と人の「つながり」。今後、超高齢社会を迎える
現代において、もう一度「つながり」の大切さを見直してみませんか。
それが、支え合い社会をつくる第一歩につながります。

お気軽にご参加ください

●と　き：平成29年3月2日（木）　13：30～15：30
●ところ：保健福祉センター 3階　多目的ホール
　　　　　芦屋市呉川町14-9　
●内　容：講演「ひきこもりの理解と、
　　　　　　　　　　地域でのかかわりについて」（仮題）
　　　　　講師　兵庫教育大学　教授　岩井圭司 氏
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会
　　　　　　　　TEL：0797－32－7530

芦屋市社会福祉協議会では、今年度もキャンペー
ンに協賛し、地域での見まもり、つながりについ
て考えるため、地域フォーラムを開催します。

ストップ・ザ・無縁社会
全県キャンペーン

ストップ・ザ・無縁社会
全県キャンペーン

平成２８年度地域フォーラム

　芦屋川の右岸沿いに北は阪急芦屋川駅から南はJR線までの小さな町、月若町
には、300余の家族が住んでいます。中世以前からの歴史と文化に育まれたこの
街も、阪神淡路大震災後に開通した山手幹線道路によって二分されてしまい、
人的交流が少なくなってしまいました。町内会は“ふれあいを深めてコミュニテ
ィづくり”をスローガンにみんなが参加できる催し物を企画実行しています。
　毎月1回の月若公園の掃除は日ごろお会いしない方々が毎回20名以上も参加。
　5月の業平まつり、地蔵盆まつり。夏の防災器具操作訓練は30～40歳代の方々

が中心に参加。秋の親睦旅行は小学生や高校生も参加。春の桜祭り前と年末の公園一斉大掃除は50人近くの方が参加。
歳末の防犯夜警巡回は10日間で約120余名の参加です。今では高齢の方から就学前のお子さんまで大勢の町内会会員に
参加していただき、地域の雪まつり防災訓練では高齢者も参加しています。成果があって今年は10ある班の大半に70歳
代後半から80歳代の方が班長を引き受けれられ、
元気に地域の活動をしていただいています。ま
た今年度は4月に町内の保育園と「災害時の緊急
避難施設」の協定を締結しました。今後は「要
配慮者名簿」をツールの一つとして利用し、高
齢者から乳幼児まで、安全・安心して暮らせる
月若町を目指していきます。こんな街にあなた
も一度いらして下さい。お待ちしています。

毎月1回、概ね第4木曜日（8月・
1月を除く）に、芦屋いずみ会
会食ボランティアによる高齢者
会食懇談会を開催しています。

毎月1回、概ね第4木曜日（8月・
1月を除く）に、芦屋いずみ会
会食ボランティアによる高齢者
会食懇談会を開催しています。

“ふれあいを深めてコミュニティづくり”月若町“ふれあいを深めてコミュニティづくり”月若町
月若町内会　天井  裕一月若町内会　天井  裕一

公園清掃

防災訓練（雪防災） 防災倉庫説明
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ボランティア活動センターコーナーボランティア活動センターコーナー

　専門の相談員が、『どこに相談に行けばいいの？』『無職の子
どもの将来が心配』『お金のやりくりが大変』など「くらし」「仕
事」「お金」「住まい」の困りごとや悩みをお聞きし、解決に向
けて一緒に考えていきます。
　ご予約なしで、お気軽にご相談ください。
相談は無料です。秘密は厳守いたします。

福祉の総合相談窓口 
●時　間：月～金曜日　9：00～ 17：30（祝日除く）
●場　所：保健福祉センター 1階　総合相談窓口
●電　話：0797－31－0681

まごのて出張相談 
●実施日：毎月第1・3金曜日　13：30～ 15：30（雨天祝日除く）
●場　所：まごのて～打出いこいの場～　打出商店街内

セブシオ出張相談
●実施日：毎月第2火曜日　14：00～ 16：00（祝日除く）
●場　所：セブンイレブン潮芦屋店内

芦屋市障がい者基幹相談支援
センターからのお知らせ

芦屋市障がい者基幹相談支援
センターからのお知らせ

　施設サービス利用者等の権利擁護、介護サー
ビスの充実を図ることを目的としています。
　芦屋市では介護相談員派遣事業が実施され
て、５年が経過しました。
　今後ますます地域と施設のつながりは近くな
り、介護相談員の役割が重要になっていきます。

❖介護相談員とは？
　定期的に施設を訪問して、利用者の立場に立ち、利用者の
不安や疑問等を聞きます。事業所や行政へ橋渡しを行うこと
で、問題の改善・解決に向けて手助けをします。

❖介護相談員受け入れ事業所の声
　『利用者の笑顔が多くなり、活気が出てきた。悩み等を話す
ことで安心し、精神的な安定にもつながっている。』

❖介護相談員の声
　『利用者の話を聞くことで、介護する家族の思い
が理解できた。介護相談員の名札をつけて利用者
の話を聞くことで、普段聞けないことが聞けた。』

●問い合わせ：【介護相談員について】芦屋市権利擁護支援センター
　　　　　　　TEL：0797－31－0682

介護相談員が支える！
介護サービスの充実へ

　認知症サポーターとは、認知症の
人や家族を見まもる「応援者」です。
　認知症の正しい理解のもと、日常
生活の中で、認知症の方への見まも
りの輪を広げています。
　あなたも認知症について学び、正
しい理解を深めましょう。

認 知 症
サポーター
養成講座
●日　時：1月18日（水）13：30～ 15：00
●場　所：保健福祉センター 1階　高齢者交流室
●定　員：15名　
●申込み・お問い合わせ：
　　　　　芦屋市社会福祉協議会
　　　　　TEL：0797－32－7525
　　　　　9：00～ 17：30（土日祝除く）

　点字を学び、点訳ボランティアを
始めてみませんか？
　初心者向けの講習なので、全く点
字の経験が無い方でも安心して受講
いただけます。
●日　時：1月26日～ 3月23日（毎週木曜日・全9回）
　　　　　10：00～ 12：00
●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室2
●対　象：点字・点訳のボランティアに興味のある方
●定　員：20人
●受講料：1,500円（社協会員は500円）
●申込み・お問い合わせ：社会福祉協議会ボランティア活動センター
　TEL：0797－32－7525　9：00～ 17：30（土日祝除く）

福祉相談窓口　ご案内の

社会福祉協議会へのご寄附ありがとうございました
（敬称略）12／16　打出浜コープ委員会　10,000円

芦屋市ファミリー・サポート・センター

●日　時：平成29年3月4日（土）
　　　　　10：00～11：30（9：45受付開始）
●場　所：保健福祉センター　運動室
●内　容：人形劇『きつねのしっぽ』
●出　演：ともしびこけし
●対　象：ファミサポ会員とその子どもたち
　　　　　子育てに関心のある方
●定　員：100名　　●持ち物：上靴、靴袋
●申込み：2月1日（水）から受付開始

　「協力会員」とは、子育てのお手伝いをする有償のボランティア活
動です。援助活動に理解と熱意のある人であれば年齢・性別・資格な
どは問いません。活動の内容は「保育施設や習い事の送迎」「保護者
の外出時の預かり」「保育終
了後の預かり」などです。空
いている時間にできる活動か
ら始めてみませんか！

実施日 テ　ー　マ
子どもの健康と発達
緊急時対策と応急処置
保育所見学
保育のこころ
おいしくて楽しい食事
説明と登録

2月6日（月）
2月8日（水）
2月10日（金）
2月13日（月）
2月15日（水）
2月17日（金）

あなたも地域の子育て支援に参加しませんか！あなたも地域の子育て支援に参加しませんか！

●申込み・お問い合わせ：芦屋市ファミリー・サポート・センター　TEL：0797－25－0521

●時　間：10：00～ 12：00［6日（月） 9：45開始］
●場　所：保健福祉センター 3階　会議室1［10日（金）保育所見学］
●定　員：30名
●託　児：10名［託児料：200円/回（6か月～）、10日（金）託児なし］
●申込み受付：随時受付

街頭募金へのご協力
ありがとうございました。
街頭募金へのご協力
ありがとうございました。
街頭募金へのご協力
ありがとうございました。
街頭募金へのご協力
ありがとうございました。

　例年どおり、10月1日に赤い羽根共同募金の街頭募金を市内各駅、
スーパー、市民ホールにて行いました。芦屋スカウト育成会、市内中
学校生徒会、県立芦屋高等学校自治会の若い世代の心強いご協力によ
り、芦屋市共同募金委員会に256,641円の募金を頂きました。
　また、西蔵町のもちつき大会、高浜町のもちつき大会をはじめ、た
くさんの団体の方に歳末たすけあい募金を頂戴いたしました。
　なお、集められた募金は、来年度の地域福
祉活動に活用されます。歳末たすけあい募金
については、高齢者、障がい者及び児童施設・
団体へ配分金をお届けすることがきでまし
た。ご協力ありがとうございました。

「芦屋スカウト育成会」「芦屋スカウト育成会」
厚生労働大臣表彰の受賞厚生労働大臣表彰の受賞

　この度、共同募金運動70年を記念して、11月11日に開
催されました「平成28年度全国社会福祉大会」におきまし
て、「芦屋スカウト育成会」が厚生労働大臣表彰を受賞さ
れました。今回の受賞は、長年、街頭募金運動を続けてこ
られた功績が評価されました。心より感謝申し上げます。

第28回協力会員養成講座第28回協力会員養成講座
会会 員員 交交 流流 会会

点訳ボランティア養成講座点訳ボランティア養成講座

芦屋市権利擁護フォーラムのお知らせ平成28年度

～地域で活躍しています～

●日　時：平成29年2月18日（土）
　　　　　13：30～ 15：00
●場　所：保健福祉センター 3階
　　　　　多目的ホール
●講演会テーマ：
　虐待を許さない社会づくり　
　　～障害者差別解消法を通して
　　・当事者が主役の取り組みを考える～
●講　師：社会福祉法人弘徳学園 
　　　　　 　常務理事・統括施設長　重利政志氏
●参加費：無料
●申込先：芦屋市障がい者基幹相談支援センター
　　　　　TEL：0797－31－0739

●日　時：平成29年2月11日（土）13:30～16:30
●場　所：保健福祉センター 3階　多目的ホール
●テーマ：「守る　支える　みんなの暮らし　～もっと身近に成年後見～」

●内　容：基調報告「市民後見の取り組みについて」、劇、鼎
てい

談
だん

●講　師：総社市社会福祉協議会　総社市権利擁護センター
　　　　　センター長　吉岡享祐氏
●参加費：無料
●申込先：芦屋市権利擁護支援センター
　　　　　TEL：0797－31－0682　FAX：0797－31－0687

受講生募 集！

受講生募 集！

普通会員 332名（金額381,000円）
期間中に加入した人数（76名）
川戸　輝子
井上　都志弘
忠津　さち子
小林　教子
船橋　美代子
田渕　久美子
山村　利勝
滝北　桂子
内田　美江子　他

団体会員 64団体（金額206,000円）
期間中に加入した団体（16団体）
手話歌グループあしや

あじさいの会
東芦屋町自治会
兵庫県住宅供給公社朝日ヶ丘住宅自治会　他

賛助会員 8名（金額12,000円）
期間中に加入した人数（3名）
伊藤　瞳

特別会員 33名（金額367,000円）
期間中に加入した数（8名）
井上　保子
矢持　美佳
芦屋ロータリークラブ
津田　和輝　他

社協会費へのご協力ありがとうございます
平成28年11月30日現在の会員数 437名　金額 966,000円（敬称略)
平成28年9月1日～11月30日の加入者・団体 (掲載希望者のみ)

“いざ”という
　　　　ときのために

　　 救急医療情報キット

“いざ”という
　　　　ときのために

　　 救急医療情報キット
　高齢者や障がいのある方などの安全・安心を確保することを
目的に「かかりつけ医」「薬剤情報提供書（写し）」「持病」な
どの医療情報や、「診察券（写し）」「健康保険証（写し）」など
の情報を専用の容器に入れ、自宅に保管しておくことで万一の
救急時に備えるものです。

●費　用：1個100円（費用は、日本国内
での災害時の義援金として全額
活用させていただきます）

●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会
　　　　　TEL：0797－32－7530
　　　　　FAX：0797－32－7529

会員の皆さまだけでなくご家族やお友だちも
お誘い合わせのうえ是非お越しください！
会員の皆さまだけでなくご家族やお友だちも
お誘い合わせのうえ是非お越しください！
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ボランティア活動センターコーナーボランティア活動センターコーナー

　専門の相談員が、『どこに相談に行けばいいの？』『無職の子
どもの将来が心配』『お金のやりくりが大変』など「くらし」「仕
事」「お金」「住まい」の困りごとや悩みをお聞きし、解決に向
けて一緒に考えていきます。
　ご予約なしで、お気軽にご相談ください。
相談は無料です。秘密は厳守いたします。

福祉の総合相談窓口 
●時　間：月～金曜日　9：00～ 17：30（祝日除く）
●場　所：保健福祉センター 1階　総合相談窓口
●電　話：0797－31－0681

まごのて出張相談 
●実施日：毎月第1・3金曜日　13：30～ 15：30（雨天祝日除く）
●場　所：まごのて～打出いこいの場～　打出商店街内

セブシオ出張相談
●実施日：毎月第2火曜日　14：00～ 16：00（祝日除く）
●場　所：セブンイレブン潮芦屋店内

芦屋市障がい者基幹相談支援
センターからのお知らせ

芦屋市障がい者基幹相談支援
センターからのお知らせ

　施設サービス利用者等の権利擁護、介護サー
ビスの充実を図ることを目的としています。
　芦屋市では介護相談員派遣事業が実施され
て、５年が経過しました。
　今後ますます地域と施設のつながりは近くな
り、介護相談員の役割が重要になっていきます。

❖介護相談員とは？
　定期的に施設を訪問して、利用者の立場に立ち、利用者の
不安や疑問等を聞きます。事業所や行政へ橋渡しを行うこと
で、問題の改善・解決に向けて手助けをします。

❖介護相談員受け入れ事業所の声
　『利用者の笑顔が多くなり、活気が出てきた。悩み等を話す
ことで安心し、精神的な安定にもつながっている。』

❖介護相談員の声
　『利用者の話を聞くことで、介護する家族の思い
が理解できた。介護相談員の名札をつけて利用者
の話を聞くことで、普段聞けないことが聞けた。』

●問い合わせ：【介護相談員について】芦屋市権利擁護支援センター
　　　　　　　TEL：0797－31－0682

介護相談員が支える！
介護サービスの充実へ

　認知症サポーターとは、認知症の
人や家族を見まもる「応援者」です。
　認知症の正しい理解のもと、日常
生活の中で、認知症の方への見まも
りの輪を広げています。
　あなたも認知症について学び、正
しい理解を深めましょう。

認 知 症
サポーター
養成講座
●日　時：1月18日（水）13：30～ 15：00
●場　所：保健福祉センター 1階　高齢者交流室
●定　員：15名　
●申込み・お問い合わせ：
　　　　　芦屋市社会福祉協議会
　　　　　TEL：0797－32－7525
　　　　　9：00～ 17：30（土日祝除く）

　点字を学び、点訳ボランティアを
始めてみませんか？
　初心者向けの講習なので、全く点
字の経験が無い方でも安心して受講
いただけます。
●日　時：1月26日～ 3月23日（毎週木曜日・全9回）
　　　　　10：00～ 12：00
●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室2
●対　象：点字・点訳のボランティアに興味のある方
●定　員：20人
●受講料：1,500円（社協会員は500円）
●申込み・お問い合わせ：社会福祉協議会ボランティア活動センター
　TEL：0797－32－7525　9：00～ 17：30（土日祝除く）

福祉相談窓口　ご案内の

社会福祉協議会へのご寄附ありがとうございました
（敬称略）12／16　打出浜コープ委員会　10,000円

芦屋市ファミリー・サポート・センター

●日　時：平成29年3月4日（土）
　　　　　10：00～11：30（9：45受付開始）
●場　所：保健福祉センター　運動室
●内　容：人形劇『きつねのしっぽ』
●出　演：ともしびこけし
●対　象：ファミサポ会員とその子どもたち
　　　　　子育てに関心のある方
●定　員：100名　　●持ち物：上靴、靴袋
●申込み：2月1日（水）から受付開始

　「協力会員」とは、子育てのお手伝いをする有償のボランティア活
動です。援助活動に理解と熱意のある人であれば年齢・性別・資格な
どは問いません。活動の内容は「保育施設や習い事の送迎」「保護者
の外出時の預かり」「保育終
了後の預かり」などです。空
いている時間にできる活動か
ら始めてみませんか！

実施日 テ　ー　マ
子どもの健康と発達
緊急時対策と応急処置
保育所見学
保育のこころ
おいしくて楽しい食事
説明と登録

2月6日（月）
2月8日（水）
2月10日（金）
2月13日（月）
2月15日（水）
2月17日（金）

あなたも地域の子育て支援に参加しませんか！あなたも地域の子育て支援に参加しませんか！

●申込み・お問い合わせ：芦屋市ファミリー・サポート・センター　TEL：0797－25－0521

●時　間：10：00～ 12：00［6日（月） 9：45開始］
●場　所：保健福祉センター 3階　会議室1［10日（金）保育所見学］
●定　員：30名
●託　児：10名［託児料：200円/回（6か月～）、10日（金）託児なし］
●申込み受付：随時受付

街頭募金へのご協力
ありがとうございました。
街頭募金へのご協力
ありがとうございました。
街頭募金へのご協力
ありがとうございました。
街頭募金へのご協力
ありがとうございました。

　例年どおり、10月1日に赤い羽根共同募金の街頭募金を市内各駅、
スーパー、市民ホールにて行いました。芦屋スカウト育成会、市内中
学校生徒会、県立芦屋高等学校自治会の若い世代の心強いご協力によ
り、芦屋市共同募金委員会に256,641円の募金を頂きました。
　また、西蔵町のもちつき大会、高浜町のもちつき大会をはじめ、た
くさんの団体の方に歳末たすけあい募金を頂戴いたしました。
　なお、集められた募金は、来年度の地域福
祉活動に活用されます。歳末たすけあい募金
については、高齢者、障がい者及び児童施設・
団体へ配分金をお届けすることがきでまし
た。ご協力ありがとうございました。

「芦屋スカウト育成会」「芦屋スカウト育成会」
厚生労働大臣表彰の受賞厚生労働大臣表彰の受賞

　この度、共同募金運動70年を記念して、11月11日に開
催されました「平成28年度全国社会福祉大会」におきまし
て、「芦屋スカウト育成会」が厚生労働大臣表彰を受賞さ
れました。今回の受賞は、長年、街頭募金運動を続けてこ
られた功績が評価されました。心より感謝申し上げます。

第28回協力会員養成講座第28回協力会員養成講座
会会 員員 交交 流流 会会

点訳ボランティア養成講座点訳ボランティア養成講座

芦屋市権利擁護フォーラムのお知らせ平成28年度

～地域で活躍しています～

●日　時：平成29年2月18日（土）
　　　　　13：30～ 15：00
●場　所：保健福祉センター 3階
　　　　　多目的ホール
●講演会テーマ：
　虐待を許さない社会づくり　
　　～障害者差別解消法を通して
　　・当事者が主役の取り組みを考える～
●講　師：社会福祉法人弘徳学園 
　　　　　 　常務理事・統括施設長　重利政志氏
●参加費：無料
●申込先：芦屋市障がい者基幹相談支援センター
　　　　　TEL：0797－31－0739

●日　時：平成29年2月11日（土）13:30～16:30
●場　所：保健福祉センター 3階　多目的ホール
●テーマ：「守る　支える　みんなの暮らし　～もっと身近に成年後見～」

●内　容：基調報告「市民後見の取り組みについて」、劇、鼎
てい

談
だん

●講　師：総社市社会福祉協議会　総社市権利擁護センター
　　　　　センター長　吉岡享祐氏
●参加費：無料
●申込先：芦屋市権利擁護支援センター
　　　　　TEL：0797－31－0682　FAX：0797－31－0687

受講生募 集！

受講生募 集！

普通会員 332名（金額381,000円）
期間中に加入した人数（76名）
川戸　輝子
井上　都志弘
忠津　さち子
小林　教子
船橋　美代子
田渕　久美子
山村　利勝
滝北　桂子
内田　美江子　他

団体会員 64団体（金額206,000円）
期間中に加入した団体（16団体）
手話歌グループあしや

あじさいの会
東芦屋町自治会
兵庫県住宅供給公社朝日ヶ丘住宅自治会　他

賛助会員 8名（金額12,000円）
期間中に加入した人数（3名）
伊藤　瞳

特別会員 33名（金額367,000円）
期間中に加入した数（8名）
井上　保子
矢持　美佳
芦屋ロータリークラブ
津田　和輝　他

社協会費へのご協力ありがとうございます
平成28年11月30日現在の会員数 437名　金額 966,000円（敬称略)
平成28年9月1日～11月30日の加入者・団体 (掲載希望者のみ)

“いざ”という
　　　　ときのために

　　 救急医療情報キット

“いざ”という
　　　　ときのために

　　 救急医療情報キット
　高齢者や障がいのある方などの安全・安心を確保することを
目的に「かかりつけ医」「薬剤情報提供書（写し）」「持病」な
どの医療情報や、「診察券（写し）」「健康保険証（写し）」など
の情報を専用の容器に入れ、自宅に保管しておくことで万一の
救急時に備えるものです。

●費　用：1個100円（費用は、日本国内
での災害時の義援金として全額
活用させていただきます）

●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会
　　　　　TEL：0797－32－7530
　　　　　FAX：0797－32－7529

会員の皆さまだけでなくご家族やお友だちも
お誘い合わせのうえ是非お越しください！
会員の皆さまだけでなくご家族やお友だちも
お誘い合わせのうえ是非お越しください！
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社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会等の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

社協とは・・・？
社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定
められている「地域福祉の推進を図ることを目的とす
る団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地
域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉推
進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っ
ている非営利の社会福祉法人の民間組織です。

発　行

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9

TEL0797（32）7530　 FAX0797（32）7529
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Vol.145 2017 January

発　行

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9

TEL0797（32）7530　 FAX0797（32）7529

「社協だより」は『声の広報』『点字広報』も作成しています　郵送をご希望される方は、社協（☎0797－32－7530）へ

ワンコインサロンワンコインサロン

新年あけましておめでとうございます

①縦、横の列すべてに1～9の
数字がひとつずつ入ります。
②太線で囲まれた3×3のブロ
ック(全部で9つ)にも1～9の
数字が1つずつ入ります。

ア＋イは、いくつでしょう？

81
1 5

35

47
3 84

6 9
742

79
24

4 15 6 イ

ア

①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9　芦屋市社協
「クイズ」係までご応募ください。(2月末日必着)　
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください】
前号(10月号)クイズの正解は、【問1】10 (7＋3)
【問2】共同募金　でした。
多数ご応募いただきありがとうございました。
応募いただいた正解者の中から抽選で20名の方
に500円の図書カードをプレゼントいたします。当
選者の発表は、図書カードの発送をもって替えさせ
ていただきます。ご提供いただく個人情報は、プレ
ゼントの送付とそれに係る業務のみに利用します。

はがきに
（ 問1（1）,（2） いずれでもかまいません ）

クイズ回答者紙面感想より
・募金の使い道に関して気にしていませんでしたが
詳しく解って良かったです。募金する理由ができま
した。
・まごのての活動に興味があります。時々、掲示板を
のぞいてみようかと思いました。

問　題

ルール

応募要領

問1 ナンプレ問1 ナンプレ

※1　日程は前月に決まる予定です。詳しくは下記までお問い合わせください。

●対　象：60歳以上
●費　用：内容によっては材料費等実費が必要な場合があります。
●申込み：不要（場所により人数制限があります）
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7530

各地区で自宅において生活する60歳以上の方を対象に、趣味活動、健康づくり、文化
活動を通じて外出する機会を増やすことを目的に実施しています。

精　道

地　区 プログラム 実施日 場　所
カラオケ

体操教室

2月14日（火） 13：30～ 15：30 保健福祉センター 2階　団体会議室2

山　手

朝日ケ丘

歌で楽しむ
1月19日（木）、2月16日（木）、3月16日（木）
 10：00～ 12：00

1月20日（金）、1月27日（金）、2月3日（金）、
2月17日（金）、2月24日（金）、3月3日（金）、
3月17日（金）、3月24日（金）
 14：00～ 15：30

大原集会所1階

茶屋集会所

朝日ケ丘集会所
体操
大人のぬり絵
手芸

三　条 三条集会所
さわやか体操

打出浜

潮　見

三条歌う会エゴラド
1月28日（土）、2月25日（土）、3月25日（土）
 10：00～ 11：30

春日集会所歌おう会

折り紙教室
2月6日（月）、3月6日（月）  
 13：30～

1月27日（金） 10：00～

浜　風

体操 2月21日（火） 13：30～ 15：30 潮見ゆうゆう倶楽部
（潮見小学校2階）

音楽でリラクゼーション 3月　※1
おうす 2月　※1
ゲーム 3月21日（火） 13：30～ 15：30

高浜町第3集会所

陽光町市営集会所

お抹茶とカルタ 1月20日（金） 13：30～
三味線にあわせて歌おう 2月17日（金） 13：30～
音楽療法　歌で元気に！ 3月17日（金） 13：30～

3月2日（木） 13：30～

宮　川
2月2日（木） 13：30～

保健福祉センター 2階　団体会議室22月7日（火） 13：30～

1月23日（月）、1月27日（金）、2月6日（月）、
2月10日（金）、2月20日（月）、2月27日（月）、
3月6日（月）、3月10日（金）、3月13日（月）、
3月27日（月）
 13：30～ 15：00

地区福祉委員会　生きがいデイサービス（1月～3月の予定）地区福祉委員会　生きがいデイサービス（1月～3月の予定）地区福祉委員会　生きがいデイサービス（1月～3月の予定）

実施日 プログラム
川柳を作って笑おう！　入門編22月10日（金）
ナンプレ　上級編2月17日（金）
手作りランタン～シルクメタリックデコレーション～2月24日（金）
川柳を作って笑おう！　入門編33月10日（金）
マクラメ編み～左右編み人形のストラップ～3月17日（金）
布ブローチ3月24日（金）

●対　象：市内在住の60歳以上の方
●定　員：各15名　　●時　間：10：30～
●場　所：保健福祉センター 1階　高齢者交流室　　●費　用：参加費100円＋材料費
●申込み：TEL：0797－32－7525（9：00～ 17：30）
　　　　　もしくは2階ボランティア活動センターにて受付（先着順）

申込み開始

実施日 申込み開始

2月1日（水）

3月1日（水）

2月23日（木）

3月16日（木）

●対　象：市内在住の70歳以上の方
●費　用：500円　　●時　間：12：00～
●定　員：各40名（内　初参加の方5名までを優先受付）
●場　所：保健福祉センター3階　調理室
●キャンセル：開催日の前日からキャンセル料
　　　　　　　（500円）の支払いが発生します。
●申込み：TEL：0797－32－7525（9：00～17：00）
　　　　　もしくは2階ボランティア活動センターにて
　　　　　受付（先着順）
※１月の開催はいたしません。
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2月1日（水）
2月1日（水）
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3月1日（水）
3月1日（水）
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～地域での見まもり、つながり、たすけあい～

　現代社会は、家庭や地域、職場などでのつながりや支え合いが薄れ、
「孤立死」などが問題となり、無縁社会と呼ばれています。
　そのような状況を食い止めるため、兵庫県では、
「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンを展開しています。
“無縁社会”をなくすためには、まず私たち一人一人が地域、
職場などのごく身近なところから、気軽にコミュニケーションを図り、
日々「つながり」を深めることが大切です。
　少し前まで当たり前だった、人と人の「つながり」。今後、超高齢社会を迎える
現代において、もう一度「つながり」の大切さを見直してみませんか。
それが、支え合い社会をつくる第一歩につながります。

お気軽にご参加ください

●と　き：平成29年3月2日（木）　13：30～15：30
●ところ：保健福祉センター 3階　多目的ホール
　　　　　芦屋市呉川町14-9　
●内　容：講演「ひきこもりの理解と、
　　　　　　　　　　地域でのかかわりについて」（仮題）
　　　　　講師　兵庫教育大学　教授　岩井圭司 氏
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会
　　　　　　　　TEL：0797－32－7530

芦屋市社会福祉協議会では、今年度もキャンペー
ンに協賛し、地域での見まもり、つながりについ
て考えるため、地域フォーラムを開催します。

ストップ・ザ・無縁社会
全県キャンペーン

ストップ・ザ・無縁社会
全県キャンペーン

平成２８年度地域フォーラム

　芦屋川の右岸沿いに北は阪急芦屋川駅から南はJR線までの小さな町、月若町
には、300余の家族が住んでいます。中世以前からの歴史と文化に育まれたこの
街も、阪神淡路大震災後に開通した山手幹線道路によって二分されてしまい、
人的交流が少なくなってしまいました。町内会は“ふれあいを深めてコミュニテ
ィづくり”をスローガンにみんなが参加できる催し物を企画実行しています。
　毎月1回の月若公園の掃除は日ごろお会いしない方々が毎回20名以上も参加。
　5月の業平まつり、地蔵盆まつり。夏の防災器具操作訓練は30～40歳代の方々

が中心に参加。秋の親睦旅行は小学生や高校生も参加。春の桜祭り前と年末の公園一斉大掃除は50人近くの方が参加。
歳末の防犯夜警巡回は10日間で約120余名の参加です。今では高齢の方から就学前のお子さんまで大勢の町内会会員に
参加していただき、地域の雪まつり防災訓練では高齢者も参加しています。成果があって今年は10ある班の大半に70歳
代後半から80歳代の方が班長を引き受けれられ、
元気に地域の活動をしていただいています。ま
た今年度は4月に町内の保育園と「災害時の緊急
避難施設」の協定を締結しました。今後は「要
配慮者名簿」をツールの一つとして利用し、高
齢者から乳幼児まで、安全・安心して暮らせる
月若町を目指していきます。こんな街にあなた
も一度いらして下さい。お待ちしています。

毎月1回、概ね第4木曜日（8月・
1月を除く）に、芦屋いずみ会
会食ボランティアによる高齢者
会食懇談会を開催しています。

毎月1回、概ね第4木曜日（8月・
1月を除く）に、芦屋いずみ会
会食ボランティアによる高齢者
会食懇談会を開催しています。

“ふれあいを深めてコミュニティづくり”月若町“ふれあいを深めてコミュニティづくり”月若町
月若町内会　天井  裕一月若町内会　天井  裕一

公園清掃

防災訓練（雪防災） 防災倉庫説明


